


 

出席報告  

（クラブ管理運営委員 野元知明 会員）  

 

委員会報告  

・「ロータリーの友」4 月号の内容紹介 

報告者：荒木一之公共イメージ委員長 

 
 

・次週のプログラムについて 

報告者：河野景治プログラム担当 

次週の卓話は松村会員の御紹介で、熊本県商

工労務部より「最低賃金に関する県の支援策

について」の卓話を頂きます。その際、5 名の

方が来訪されますので、当クラブメンバーも

多数の例会参加をお願い致します。 

 

ス マ イ ル 

（クラブ管理運営委員 田中慎二 会員） 

●山口 翼 君、田代 武 君 

「本日は、地区ラーニング協議会報告パート 2

です。どうぞ宜しくお願い致します。」 

●河島一夫 君 

「マスターズトーナメント、四日間早朝から

見ました。松山さんは最後2ホールがボギーで

残念でした。ロリーマキロイは2年連続優勝で

すごい。最近、ゴルフしない私はこのマスタ

ーズだけは楽しみです。」 

●田中純司 君、江上泰弘 君 

「熊本地震から 10 年経ちましたね。ブルーイ

ンパレスの飛行を見ながらこの 10 年を思い出

していました。「災害大国」です。防災の準

備をおこたらないようにしましょう。」 

●宮部康弘 君 

「日曜日に妻と小川にある「やすらぎの湯」

という温泉施設に行ってまいりました。初め

て塩サウナに入り、全身に塩を塗りたくると

いう非日常な時間にとてもいやされました。

今日も元気に例会に参加できる事にスマイル

します。」 

●本田悟士 君 

「ご無沙汰しておりました。無事会長の任期

を終えましたので、約束通り復活します。引

き続き？改めて？宜しくお願い致します。」 

●嘉悦雅文 君 

「本日は熊本市の小学校の入学式で真新しい

ランドセルを背負った新1年生を見かけました。

輝かしい未来を記念しましてスマイル致しま

す。」 

 

  会 員 総 数 23名   出 席 率 

４ 

月 

13 

日 

出席免除会員数 ０名   

  

  

65.22％ 

計算上会員数 23名 

出席会員数 15名 

３ 

月 

16 

日 

前回の出席会員数 11名   

  

 

60.87％ 

メークアップ数  3名 

修正出席会員数 14名 

メークアップ済み会員及びメークアップ訪問先 

・3/2  熊本南RC 宮部 君 

・3/11 熊本グリーンRAC 山口（悦）君 

・2/27 I.M. 松村 君  



 

●山口悦史 君、田中慎二 君、荒木一之 君 

「本日は地区ラーニング協議会報告2日目です。

報告者の皆さんありがとうございます。よろ

しくお願い致します。」 

 

 

3. 例会プログラム 

「地区ラーニング協議会」報告 パート２ 

①幹事部会  

山口悦史幹事 

②管理運営部会  

田代 武次期クラブ管理運営委員長 

③国際奉仕部門  

河島一夫会員 

④ロータリー財団部門  

河野景治会員 

⑤米山奨学部門  

山口 翼会員 

⑥会長・ガバナー補佐部門  

山下佳介次期ガバナー補佐 

 

幹事部会 山口悦史幹事 

 幹事部会では、事前準備の重要性を強調さ

れていました。幹事が円滑な会運営の要であ

ること、週次、月次、何時での計画の確認と

規定の変更等、最新の情報を確認する事の重

要性を強調されていました。マイロータリー

の活用で事前に学習する事も推奨されました。 

 
 

田代 武 次期クラブ管理運営委員長 

 当部門は、クラブ運営を横断的に支援する

実務サポート部門として、戦略計画および規

程変更の支援、新会員教育やセミナーによる

運営力向上、My ロータリーの活用促進と情報

共有、各クラブの課題把握と連携強化、さら

に相談対応および委員のスキル向上に取り組

み、円滑なクラブ運営の実現に寄与すること

を目的とする。 

 
 

国際奉仕部門 河島一夫会員 

 国際交流の姉妹クラブ締結希望のマッチン

グ事業現在、台湾から３クラブからの申し込

みがあっているとのこと。また、国内での姉

妹提携も行われることを希望するとあった。 

 我がクラブは、国際との姉妹締結を行うと、

交流が大変になるので行っていない。 

 以前、グリーンとつく他県からの申し出も

あったが、断ったことがあった。 

 台湾の 3 クラブ  

中櫪東南 RC(桃園市 34 名 

新北城星 RC(新北市) 47 名 

新竹アーチェリーRC (新竹市) 42 名 

 
 



 

ロータリー財団部門 河野景治会員 

 世界理解と平和構築を支援する財団活動の

推進を行うため、その源泉たる会員からの寄

付について、活動の意味を会員に理解いただ

き、協力を頂くことを使命とする。 

 

【ロータリー財団部門の活動方針】 

寄付促進と資金管理の強化、持続可能なプロ

ジェクト支援 

寄付目標：クラブの寄付戦略とファンドレイ

ジング（寄付推進）を支援 

 ・資金管理：補助金申請・管理・評価を徹底 

・ 地区補助金とグローバル補助金の運用：申

請・配分 

・ 進捗管理 

・ ポリオ撲滅 

・ 平和フェローシップ 

・ ロータリー財団出前セミナーの活用（申込

と参加） 

 
 

米山奨学会部会 山口 翼米山地区委員 

 日本のロータリー独⾃の事業。RI の承認

（34 地区の合同活動）。米山梅吉⽒の名前を

冠していますが、米山家の資産をもとにつく

られた財団ではありません。⺠間最大の国際

奨学事業です。日本で学ぶ外国⼈留学生の支

援（公益財団法⼈米山記念奨学会）。静岡県

駿東郡長泉町の(公財) 米山梅吉記念館とは別

法⼈。 

2. 先進国の留学生にも奨学金をだす必要があ

るかとの問いがよく寄せられるが、先進国、

途上国関係なく日本で学びに来ている留学生

に対する奨学金なので出身国は関係ない。 

3. 今までの奨学生は中国 35%、韓国 20%、台

湾 15%となっているが 2024 年度は中国が 40%、

ベトナム 15%、韓国 13%となっておりベトナ

ムの留学生が増えている。今後は参加機会を

増やして奨学生のサポートをしていきたい。 

 
 

次期ガバナー補佐 山下佳介会員 

 ガバナー補佐部会は無かったのですが、次

年度役員・ガバナー補佐の方々と現地で参加

して来ました。 

 次年度は 10 月のガバナー公式訪問と来年 2 

月の IM をよろしくお願いします。 

 
 

 

４. 閉会・点鐘 

 

＊例会終了後、定例理事会開催 

 


